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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エタボキサムと、クロチアニジン、イミダクロプリド、及びチアメトキサムからなる群
から選ばれる化合物とを、重量比が１：０．２５～１：２００の割合で有効成分として含
有する有害生物防除用組成物。
【請求項２】
　エタボキサムと、クロチアニジン、イミダクロプリド、及びチアメトキサムからなる群
から選ばれる化合物とを、重量比が１：０．２５～１：２００の割合で有効成分として含
有する種子処理剤。
【請求項３】
　重量比が１：０．２５～１：２００の割合で、エタボキサムと、クロチアニジン、イミ
ダクロプリド、及びチアメトキサムからなる群から選ばれる化合物との有効量が処理され
てなる植物種子。
【請求項４】
　重量比が１：０．２５～１：２００の割合で、エタボキサムと、クロチアニジン、イミ
ダクロプリド、及びチアメトキサムからなる群から選ばれる化合物との有効量を、有害生
物、植物または植物を栽培する土壌に施用する有害生物の防除方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、有害生物防除用組成物及び有害生物の防除方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有害生物防除用組成物剤の有効成分として、殺菌活性を有するエタボキサム、殺
虫活性を有するネオニコチノイド化合物が知られている（例えば、特許文献１、非特許文
献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】大韓民国特許第１２４５５２号公報
【非特許文献１】Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ　-　１４ｔｈ　ｅｄｉｔ
ｉｏｎ（ＢＣＰＣ刊）ＩＳＢＮ　１９０１３９６１４２（２０９ページ、１０２２ページ
、５９８ページ）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、有害生物に対する優れた防除効力を有する有害生物防除用組成物、有害生物
の防除方法等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者等は、鋭意検討した結果、エタボキサムと下記式（１）で示されるネオニコチ
ノイド化合物を併用することにより、有害生物に対し優れた防除効力を示すことを見出し
、本発明に到達した。
　即ち、本発明は次の通りの構成をとるものである。
〔１〕エタボキサムと、
式（１）

〔式中、Ａは６－クロロ－３－ピリジル基、２－クロロ－５－チアゾリル基、テトラヒド
ロフラン－２－イル基、またはテトラヒドロフラン－３－イル基を表し、Ｚはメチル基、
ＮＨＲ２基、Ｎ（ＣＨ３）Ｒ２基、またはＳＲ２基を表し、Ｒ１は水素原子、メチル基、
またはエチル基を表し、Ｒ２は水素原子、またはメチル基を表すか、Ｒ１とＲ２が一緒に
なって、ＣＨ２ＣＨ２基またはＣＨ２ＯＣＨ２基を表してもよく、Ｘは窒素原子、または
ＣＨ基を表し、Ｙはシアノ基、またはニトロ基を表す。〕
で示されるネオニコチノイド化合物とを、有効成分として含有する有害生物防除用組成物
；
〔２〕式（１）で示されるネオニコチノイド化合物が、クロチアニジン、イミダクロプリ
ド、及びチアメトキサムからなる群から選ばれる化合物である〔１〕に記載の有害生物防
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除用組成物；
〔３〕エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチノイド化合物との重量比が１：０．
１２５～１：５００の範囲である〔１〕または〔２〕に記載の有害生物防除用組成物；
〔４〕エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチノイド化合物とを有効成分として含
有する種子処理剤；
〔５〕エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチノイド化合物との有効量が処理され
てなる植物種子；
〔６〕エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチノイド化合物との有効量を、有害生
物、植物、または植物を栽培する土壌に施用する有害生物の防除法；
〔７〕有害生物を防除するための、エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチノイド
化合物との組み合わせの使用；
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係る組成物は、優れた有害生物防除効果を発揮する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明に用いるエタボキサムは、大韓民国特許第１２４５５２号公報に記載された化合
物である。この化合物は、例えば、市販の製剤から得るか、当該公報に記載された方法に
よって製造することにより得られる。
【０００８】
次に、本発明に用いる式（１）に示されるネオニコチノイド化合物は、
　式（１）

〔式中、Ａは６－クロロ－３－ピリジル基、２－クロロ－５－チアゾリル基、テトラヒド
ロフラン－２－イル基、またはテトラヒドロフラン－３－イル基を表し、Ｚはメチル基、
ＮＨＲ２基、Ｎ（ＣＨ３）Ｒ２基、またはＳＲ２基を表し、Ｒ１は水素原子、メチル基、
またはエチル基を表し、Ｒ２は水素原子、またはメチル基を表すか、Ｒ１とＲ２が一緒に
なって、ＣＨ２ＣＨ２基またはＣＨ２ＯＣＨ２基を表してもよく、Ｘは窒素原子、または
ＣＨ基を表し、Ｙはシアノ基、またはニトロ基を表す。〕
で示される化合物である。
【０００９】
　式（１）で示されるネオニコチノイド化合物の具体例としては、
　Ａが２－クロロ－５－チアゾリル基、ＺがＮＨＣＨ３基、Ｒ１が水素原子、Ｘが窒素原
子、Ｙがニトロ基である化合物（一般名：クロチアニジン）、
　Ａが２－クロロ－５－チアゾリル基、ＺがＮ（ＣＨ３）Ｒ２基、Ｒ１とＲ２とが一緒に
なってＣＨ２ＯＣＨ２基、Ｘが窒素原子、Ｙがニトロ基である化合物（一般名：チアメト
キサム）、
　Ａが６－クロロ－３－ピリジル基、ＺがＮＨＲ２基、Ｒ１とＲ２とが一緒になってＣＨ

２ＣＨ２基、Ｘが窒素原子、Ｙがニトロ基である化合物（一般名：イミダクロプリド）、
　Ａが６－クロロ－３－ピリジル基、ＺがＮ（ＣＨ３）Ｒ２基、Ｒ１がエチル基、Ｒ２が
水素原子、ＸがＣＨ基、Ｙがニトロ基である化合物（一般名：ニテンピラム）、
　Ａがテトラヒドロフラン－３－イル基、ＺがＮ（ＣＨ３）Ｒ２基、Ｒ１は水素原子、Ｒ
２は水素原子、Ｘが窒素原子、Ｙがニトロ基である化合物（一般名：ジノテフラン）、
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　Ａが６－クロロ－３－ピリジル基、Ｚがメチル基、Ｒ１がメチル基、Ｘが窒素原子、Ｙ
がシアノ基である化合物（一般名：アセタミプリド）、
　Ａが６－クロロ－３－ピリジル基、ＺがＳＲ２基、Ｒ１とＲ２とが一緒になってＣＨ２

ＣＨ２基、Ｘが窒素原子、Ｙがシアノ基である化合物（一般名：チアクロプリド）が挙げ
られる。
　これらのうち、クロチアニジン、チアメトキサム、イミダクロプリドが好ましく、クロ
チアニジンがより好ましい。
【００１０】
　式（１）で示されるネオニコチノイド化合物は、公知の化合物であり、例えば「Ｔｈｅ
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ　－　１４ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ（ＢＣＰＣ巻）Ｉ
ＳＢＮ　１９０１３９６１４２」等に記載されている。これらの化合物は市販の製剤から
得るか、公知の方法により製造することにより得られる。
【００１１】
　本発明に係る有害生物防除用組成物において、エタボキサムと式（１）で示されるネオ
ニコチノイド化合物、例えばクロチアニジン、チアメトキサム、イミダクロプリドのいず
れかとの重量比は、通常１：０．１２５～１：５００、好ましくは１：０．２５～１：２
００の割合で含有されることができる。
【００１２】
　本発明に係る有害生物防除用組成物は、エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチ
ノイド化合物とを単に混合したものでもよいが、通常、エタボキサム、式（１）で示され
るネオニコチノイド化合物、及び不活性担体を混合し、必要に応じて界面活性剤やその他
の製剤用補助剤を添加して、油剤、乳剤、フロアブル剤、水和剤、顆粒水和剤、粉剤、粒
剤等に製剤化されたものであってもよい。また、当該有害生物防除用組成物は、そのまま
またはその他の成分を含有させて本発明種子処理剤として使用することができる。
　本発明に係る有害生物防除用組成物において、エタボキサムと式（１）で示されるネオ
ニコチノイド化合物、例えばクロチアニジン、チアメトキサム、イミダクロプリドのいず
れかとの合計量は通常０．１～９９重量％、好ましくは０．２～９０重量％の範囲である
。
【００１３】
　製剤化の際に用いられる固体担体としては、例えばカオリンクレー、アッタパルジャイ
トクレー、ベントナイト、モンモリロナイト、酸性白土、パイロフィライト、タルク、珪
藻土、方解石等の鉱物、トウモロコシ穂軸粉、クルミ殻粉等の天然有機物、尿素等の合成
有機物、炭酸カルシウム、硫酸アンモニウム等の塩類、合成含水酸化珪素等の合成無機物
等からなる微粉末あるいは粒状物等が挙げられ、液体担体としては、例えばキシレン、ア
ルキルベンゼン、メチルナフタレン等の芳香族炭化水素類、２－プロパノール、エチレン
グリコール、プロピレングリコール、エチレングリコールモノエチルエーテル等のアルコ
ール類、アセトン、シクロヘキサノン、イソホロン等のケトン類、ダイズ油、綿実油等の
植物油、石油系脂肪族炭化水素類、エステル類、ジメチルスルホキシド、アセトニトリル
及び水が挙げられる。
　界面活性剤としては、例えばアルキル硫酸エステル塩、アルキルアリールスルホン酸塩
、ジアルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテルリン酸エ
ステル塩、リグニンスルホン酸塩、ナフタレンスルホネートホルモアルデヒド重縮合物等
の陰イオン界面活性剤及びポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル、ポリオキシエ
チレンアルキルポリオキシプロピレンブロックコポリマ－、ソルビタン脂肪酸エステル等
の非イオン界面活性剤、及びアルキルトリメチルアンモニウム塩等の陽イオン界面活性剤
が挙げられる。
　その他の製剤用補助剤としては、例えばポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン
等の水溶性高分子、アラビアガム、アルギン酸及びその塩、ＣＭＣ（カルボキシメチルセ
ルロ－ス）、ザンサンガム等の多糖類、アルミニウムマグネシウムシリケート、アルミナ
ゾル等の無機物、防腐剤、着色剤及びＰＡＰ（酸性リン酸イソプロピル）、ＢＨＴ等の安



(5) JP 5365159 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

定化剤が挙げられる。
【００１４】
本発明に係る有害生物防除用組成物は下記の植物に対して摂食、吸汁等の加害を行う有害
生物（例えば、有害昆虫及び有害ダニ等の有害節足動物）による加害から植物を保護する
ことができる。本発明に係る有害生物防除用組成物が防除効力を有する有害生物としては
例えば次のものが挙げられる。
【００１５】
　半翅目害虫：ヒメトビウンカ（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、ト
ビイロウンカ（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕｇｅｎｓ）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅ
ｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）等のウンカ類、ツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉ
ｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、タイワンツマグロヨコバイ（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｖ
ｉｒｅｓｃｅｎｓ）等のヨコバイ類、ワタアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）
、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅ
ｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、チューリップヒゲナガアブラムシ（Ｍａｃｒ
ｏｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃ
ｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ムギクビレアブラムシ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　
ｐａｄｉ）、ミカンクロアブラムシ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｉｄｕｓ）等の
アブラムシ類、アオクサカメムシ（Ｎｅｚａｒａ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ホソヘリカメ
ムシ（Ｒｉｐｔｏｒｔｕｓ　ｃｌａｖｅｔｕｓ）、クモヘリカメムシ（Ｌｅｐｔｏｃｏｒ
ｉｓａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、トゲシラホシカメムシ（Ｅｙｓａｒｃｏｒｉｓ　ｐａｒ
ｖｕｓ）、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｍｉｓｔａ）、ターニッシュッド
プラントバグ（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ）等のカメムシ類、オンシツコナジラ
ミ（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、タバココナジラミ（Ｂｅ
ｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、シルバーリーフコナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ａｒｇｅｎ
ｔｉｆｏｌｉｉ）等のコナジラミ類、アカマルカイガラムシ（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ａ
ｕｒａｎｔｉｉ）、サンホーゼカイガラムシ（Ｃｏｍｓｔｏｃｋａｓｐｉｓ　ｐｅｒｎｉ
ｃｉｏｓａ）、シトラススノースケール（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｃｉｔｒｉ）、ルビーロウム
シ（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｒｕｂｅｎｓ）、イセリヤカイガラムシ（Ｉｃｅｒｙａ　
ｐｕｒｃｈａｓｉ）等のカイガラムシ類、グンバイムシ類、キジラミ類等；
　鱗翅目害虫：ニカメイガ（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）、サンカメイガ（
Ｔｒｙｐｏｒｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、コブノメイガ（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏ
ｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、ワタノメイガ（Ｎｏｔａｒｃｈａ　ｄｅｒｏｇａｔａ）
、ノシメマダラメイガ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ）、アワノメイガ
（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｆｕｒｎａｃａｌｉｓ）、ヨーロピアンコーンボーラー（Ｏｓｔｒ
ｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｒｉｓ）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉ
ｓ）、シバツトガ（Ｐｅｄｉａｓｉａ　ｔｅｔｅｒｒｅｌｌｕｓ）等のメイガ類、ハスモ
ンヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｕｒａ）、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）、アワヨトウ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｅｐａｒａｔａ）
、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タマナヤガ（Ａｇｒｏｔｉｓ　
ｉｐｓｉｌｏｎ）、タマナギンウワバ（Ｐｌｕｓｉａ　ｎｉｇｒｉｓｉｇｎａ）、トリコ
プルシア属、ヘリオティス属、ヘリコベルパ属等のヤガ類、モンシロチョウ（Ｐｉｅｒｉ
ｓ　ｒａｐａｅ）等のシロチョウ類、アドキソフィエス属、ナシヒメシンクイ（Ｇｒａｐ
ｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、マメシンクイガ（Ｌｅｇｕｍｉｎｉｖｏｒａ　ｇｌｙ
ｃｉｎｉｖｏｒｅｌｌａ）、アズキサヤムシガ（Ｍａｔｓｕｍｕｒａｅｓｅｓ　ａｚｕｋ
ｉｖｏｒａ）、リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ　ｆａｓｃ
ｉａｔａ）、チャノコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐ．）、チャハマキ（
Ｈｏｍｏｎａ　ｍａｇｎａｎｉｍａ）、ミダレカクモンハマキ（Ａｒｃｈｉｐｓ　ｆｕｓ
ｃｏｃｕｐｒｅａｎｕｓ）、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）等のハマキ
ガ類、チャノホソガ（Ｃａｌｏｐｔｉｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、キンモンホソガ（Ｐ
ｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｒｉｎｇｏｎｅｅｌｌａ）のホソガ類、モモシンクイガ（
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Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）等のシンクイガ類、リオネティア属等のハ
モグリガ類、リマントリア属、ユープロクティス属等のドクガ類、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌ
ｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）等のスガ類、ワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ
　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）ジャガイモガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅ
ｌｌａ）等のキバガ類、アメリカシロヒトリ（Ｈｙｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）等の
ヒトリガ類、イガ（Ｔｉｎｅａ　ｔｒａｎｓｌｕｃｅｎｓ）、コイガ（Ｔｉｎｅｏｌａ　
ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）等のヒロズコガ類等；
アザミウマ目害虫：ミカンキイロアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｏｃｃｉｄ
ｅｎｔａｌｉｓ）、ミナミキイロアザミウマ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｒｍｉ）、チャノキイ
ロアザミウマ（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、ネギアザミウマ（Ｔｈ
ｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）、ヒラズハナアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｉｎ
ｔｏｎｓａ）、タバコアザミウマ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ）等のアザ
ミウマ類等；
　双翅目害虫：イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ
　ｐｏｐｉｅｎｓ　ｐａｌｌｅｎｓ）、ウシアブ（Ｔａｂａｎｕｓ　ｔｒｉｇｏｎｕｓ）
、タマネギバエ（Ｈｙｌｅｍｙａ　ａｎｔｉｑｕａ）、タネバエ（Ｈｙｌｅｍｙａ　ｐｌ
ａｔｕｒａ）、シナハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、イネハモグ
リバエ（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｏｒｙｚａｅ）、イネヒメハモグリバエ（Ｈｙｄｒｅｌｌｉ
ａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、イネキモグリバエ（Ｃｈｌｏｒｏｐｓ　ｏｒｙｚａｅ）、マメ
ハモグリバエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）等のハモグリバエ類、ウリミバ
エ（Ｄａｃｕｓ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、チチュウカイミバエ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　
ｃａｐｉｔａｔａ）等；
　甲虫目害虫：ニジュウヤホシテントウ（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖｉｇｉｎｔｉｏｃｔｏ
ｐｕｎｃｔａｔａ）、ウリハムシ（Ａｕｌａｃｏｐｈｏｒａ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、キ
スジノミハムシ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）、イネドロオイムシ（
Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、イネゾウムシ（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｑｕａｍ
ｅｕｓ）、イネミズゾウムシ（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ）
、ワタミゾウムシ（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ）、アズキゾウムシ（Ｃａｌ
ｌｏｓｏｂｒｕｃｈｕｓ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、シバオサゾウムシ（Ｓｐｈｅｎｏｐｈ
ｏｒｕｓ　ｖｅｎａｔｕｓ）、マメコガネ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、ド
ウガネブイブイ（Ａｎｏｍａｌａ　ｃｕｐｒｅａ）、コーンルートワームの仲間（Ｄｉａ
ｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍ
ｌｉｎｅａｔａ）、コメツキムシの仲間（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タバコシバン
ムシ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ヒメマルカツオブシムシ（Ａｎ
ｔｈｒｅｎｕｓ　ｖｅｒｂａｓｃｉ）、コクヌストモドキ（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓ
ｔａｎｅｕｍ）、ヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、ゴマダラカミ
キリ（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｍａｌａｓｉａｃａ）、マツノキクイムシ（Ｔｏｍｉｃ
ｕｓ　ｐｉｎｉｐｅｒｄａ）等；
　直翅目害虫：トノサマバッタ（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇｒａｔｏｒｉａ）、ケラ（Ｇｒ
ｙｌｌｏｔａｌｐａ　ａｆｒｉｃａｎａ）、コバネイナゴ（Ｏｘｙａ　ｙｅｚｏｅｎｓｉ
ｓ）、ハネナガイナゴ（Ｏｘｙａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）等；
　膜翅目害虫：カブラハバチ（Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、ハキリアリ（Ａｃｒｏｍ
ｙｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、ファイヤーアント（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）等；
ゴキブリ目害虫：チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、クロ
ゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｆｕｌｉｇｉｎｏｓａ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒ
ｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ）、トビイロゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ
　ｂｒｕｎｎｅａ）、トウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）等；
　ダニ目害虫：ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）、ミカンハダニ
（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、オリゴニカス属等のハダニ類、ミカンサビダニ
（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｐｅｌｅｋａｓｓｉ）等のフシダニ類、チャノホコリダニ（Ｐｏｌｙ
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ｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）等のホコリダニ類、ヒメハダニ類、ケナ
ガハダニ類、ケナガコナダニ（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｐｕｔｒｅｓｃｅｎｔｉａｅ）等
のコナダニ類、コナヒョウヒダニ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ
）、ヤケヒョウヒダニ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｒｅｎｙｓｓｎｕｓ）
等のヒョウヒダニ類、ホソツメダニ（Ｃｈｅｙｌｅｔｕｓ　ｅｒｕｄｉｔｕｓ）、クワガ
タツメダニ（Ｃｈｅｙｌｅｔｕｓ　ｍａｌａｃｃｅｎｓｉｓ）、ミナミツメダニ（Ｃｈｅ
ｙｌｅｔｕｓ　ｍｏｏｒｅｉ）等のツメダニ類等；
　線虫類：イネシンガレセンチュウ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｂｅｓｓｅｙｉ）
、イチゴメセンチュウ（Ｎｏｔｈｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ａｃｒｉｓ）等。
【００１６】
　前記有害生物の中でも、好ましい例として、アブラムシ類、アザミウマ類、ハモグリバ
エ類、ハリガネムシ類、コロラドハムシ、マメコガネ、ドウガネブイブイ、ワタミゾウム
シ、イネミズゾウムシ、タバコアザミウマ、コーンルートワームの仲間、コナガ、アオム
シ、マメシンクイガ等を挙げることができる。
【００１７】
　本発明に係る有害生物防除用組成物は、さらに以下の植物病害等にも有効である。
　イネの病害：いもち病（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）、ごま葉枯病（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｍｉｙａｂｅａｎｕｓ）、紋枯病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓ
ｏｌａｎｉ）、馬鹿苗病（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｆｕｊｉｋｕｒｏｉ）。
　コムギの病害：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、赤かび病（Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆ．　ａｖｅｎａｃｅｒｕｍ、Ｆ．　ｃｕｌｍ
ｏｒｕｍ、Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓ
ｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐ．　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐ．　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）、紅色雪
腐病（Ｍｉｃｒｏｎｅｃｔｒｉｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｅ）、雪腐小粒菌核病（Ｔｙｐｈｕ
ｌａ　ｓｐ．）、裸黒穂病（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、なまぐさ黒穂病（Ｔ
ｉｌｌｅｔｉａ　ｃａｒｉｅｓ）、眼紋病（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　
ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）、葉枯病（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｃｏｌａ）、ふ枯病（Ｓｔａｇｏｎｏｓｐｏｒａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）、黄斑病（Ｐ
ｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｒｉｔｉｃｉ－ｒｅｐｅｎｔｉｓ）。
　オオムギの病害：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）、赤かび病（Ｆ
ｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆ．　ａｖｅｎａｃｅｒｕｍ、Ｆ．　ｃｕｌ
ｍｏｒｕｍ、Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ）、さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐ．　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐ．　ｈｏｒｄｅｉ）、裸黒穂病（
Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｎｕｄａ）、雲形病（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉ
ｓ）、網斑病（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）、斑点病（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌ
ｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）、斑葉病（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｇｒａｍｉｎｅａ）、リゾ
クトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　トウモロコシの病害：黒穂病（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｍａｙｄｉｓ）、ごま葉枯病（Ｃｏ
ｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｈｅｔｅｒｏｓｔｒｏｐｈｕｓ）、ひょう紋病（Ｇｌｏｅｏｃｅ
ｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｒｇｈｉ）、南方さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｐｏｌｙｓｏｒａ
）、グレイリーフスポット病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｚｅａｅ－ｍａｙｄｉｓ）　、リ
ゾクトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
【００１８】
　カンキツ類の病害：黒点病（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）、そうか病（Ｅｌｓｉ
ｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉ）、果実腐敗病（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄｉｇｉｔａｔｕ
ｍ,　Ｐ．　ｉｔａｌｉｃｕｍ）、フィトフトラ病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｐａｒ
ａｓｉｔｉｃａ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃｉｔｒｏｐｈｔｈｏｒａ）。
　リンゴの病害：モニリア病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｍａｌｉ）、腐らん病（Ｖａｌｓａ
　ｃｅｒａｔｏｓｐｅｒｍａ）、うどんこ病（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒ
ｉｃｈａ）、斑点落葉病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔａ　ａｐｐｌｅ　ｐ
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ａｔｈｏｔｙｐｅ）、黒星病（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）、炭そ病（Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ａｃｕｔａｔｕｍ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｏｒａ　ｃ
ａｃｔｏｒｕｍ）、紫紋羽病（Ｈｅｌｉｃｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｍｏｍｐａ）。　
　ナシの病害：黒星病（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｎａｓｈｉｃｏｌａ,　Ｖ．　ｐｉｒｉｎａ
）、黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔａ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｐｅａｒ
　ｐａｔｈｏｔｙｐｅ）、赤星病（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｈａｒａｅａｎｕ
ｍ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）；
　モモの病害：灰星病（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ）、黒星病（Ｃｌａ
ｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃａｒｐｏｐｈｉｌｕｍ）、フォモプシス腐敗病（Ｐｈｏｍｏｐｓ
ｉｓ　ｓｐ．）。
　ブドウの病害：黒とう病（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ａｍｐｅｌｉｎａ）、晩腐病（Ｇｌｏｍｅ
ｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）、うどんこ病（Ｕｎｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）
、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ａｍｐｅｌｏｐｓｉｄｉｓ）、ブラックロット病（Ｇ
ｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉｉ）、べと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉ
ｃｏｌａ）。
　カキの病害：炭そ病（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｋａｋｉ）、落葉病（Ｃｅｒｃｏｓ
ｐｏｒａ　ｋａｋｉ，　Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｎａｗａｅ）。
　ウリ類の病害：炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌａｇｅｎａｒｉｕｍ）、う
どんこ病（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）、つる枯病（Ｍｙｃｏｓｐ
ｈａｅｒｅｌｌａ　ｍｅｌｏｎｉｓ）、つる割病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕ
ｍ）、べと病（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ）、疫病（Ｐｈ
ｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐ．）、苗立枯病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐ．）；
　トマトの病害：輪紋病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、葉かび病（Ｃｌａｄ
ｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｆｕｌｖｕｍ）、疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａ
ｎｓ）。
　ナスの病害：褐紋病（Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｖｅｘａｎｓ）、うどんこ病（Ｅｒｙｓｉ
ｐｈｅ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）。
　アブラナ科野菜の病害：黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、白斑病
（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌｌａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、根こぶ病（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏ
ｐｈｏｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐａｒａｓｉｔ
ｉｃａ）。
　ネギの病害：さび病（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ａｌｌｉｉ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）。
【００１９】
　ダイズの病害：紫斑病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ）、黒とう病（Ｅｌ
ｓｉｎｏｅ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、黒点病（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕ
ｍ　ｖａｒ．　ｓｏｊａｅ）、褐紋病（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、斑点病
（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ）、さび病（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙ
ｒｈｉｚｉ）、茎疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ）、リゾクトニア属菌に
よる苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　インゲンの病害：炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｔｈｉａｎｕ
ｍ）。
　ラッカセイの病害：黒渋病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｐｅｒｓｏｎａｔａ）、褐斑病（
Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ａｒａｃｈｉｄｉｃｏｌａ）、白絹病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　
ｒｏｌｆｓｉｉ）。
　エンドウの病害：うどんこ病（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｐｉｓｉ）、根腐病（Ｆｕｓａｒｉ
ｕｍ　ｓｏｌａｎｉ　ｆ．　ｓｐ．　ｐｉｓｉ）。
　ジャガイモの病害：夏疫病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）、疫病（Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）、緋色腐敗病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｅ
ｒｙｔｈｒｏｓｅｐｔｉｃａ）、粉状そうか病（Ｓｐｏｎｇｏｓｐｏｒａ　ｓｕｂｔｅｒ
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ｒａｎｅａｎ　ｆ．　ｓｐ．　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａ）、黒あざ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏ
ｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　イチゴの病害：うどんこ病（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｈｕｍｕｌｉ）、炭そ病（Ｇ
ｌｏｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）。
　チャの病害：網もち病（Ｅｘｏｂａｓｉｄｉｕｍ　ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ）、白星病
（Ｅｌｓｉｎｏｅ　ｌｅｕｃｏｓｐｉｌａ）、輪斑病（Ｐｅｓｔａｌｏｔｉｏｐｓｉｓ　
ｓｐ．）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｔｈｅａｅ－ｓｉｎｅｎｓｉｓ）。
　タバコの病害：赤星病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｏｎｇｉｐｅｓ）、うどんこ病（Ｅ
ｒｙｓｉｐｈｅ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ）、炭そ病（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕ
ｍ　ｔａｂａｃｕｍ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｔａｂａｃｉｎａ）、疫病（
Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）。
　ナタネの病害：菌核病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、リゾ
クトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　ワタの病害；リゾクトニア属菌による苗立枯れ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａ
ｎｉ）。
テンサイの病害：褐斑病（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）、葉腐病（Ｔｈａ
ｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、根腐病（Ｔｈａｎａｔｅｐｈｏｒｕｓ　
ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、黒根病（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｉｏｉｄｅｓ）。
　バラの病害：黒星病（Ｄｉｐｌｏｃａｒｐｏｎ　ｒｏｓａｅ）、うどんこ病（Ｓｐｈａ
ｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ）、べと病（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｓｐａｒｓａ
）。
　キク及びキク科野菜の病害：べと病（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ）、褐斑病（Ｓ
ｅｐｔｏｒｉａ　ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｉ－ｉｎｄｉｃｉ）、白さび病（Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｈｏｒｉａｎａ）。
　種々の植物の病害：ピシウム属菌によって引き起こされる病害（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐ
ｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｉａｎｕｍ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｕｌｔｉｍｕｍ）、灰色かび病（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）、菌核病（Ｓｃ
ｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）、白絹病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒ
ｏｌｆｓｉｉ）。
　ダイコンの病害：黒斑病（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｂｒａｓｓｉｃｉｃｏｌａ）。
　シバの病害：ダラースポット病（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｈｏｍｅｏｃａｒｐａ）、
ブラウンパッチ病及びラージパッチ病（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）。
　バナナの病害：シガトカ病（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｆｉｊｉｅｎｓｉｓ、Ｍ
ｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｍｕｓｉｃｏｌａ）。
　ヒマワリの病害：べと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｈａｌｓｔｅｄｉｉ）。
　Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ属、Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ属、Ｆｕｓａｒｉｕｍ属、Ｇｉｂ
ｂｅｒｅｌｌａ属、Ｔｒｉｃｏｄｅｒｍａ属、Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ属、Ｒｈｉｚ
ｏｐｕｓ属、Ｍｕｃｏｒ属、Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ属、Ｐｈｏｍａ属、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ属、及びＤｉｐｌｏｄｉａ属菌等によって引き起こされる、各種植物の種子病害また
は生育初期の病害。
　Ｐｏｌｙｍｉｘａ属またはＯｌｐｉｄｉｕｍ属等によって媒介される各種植物のウイル
ス病。
【００２０】
　上記のうち、藻菌類によって引き起こされる種々の作物の茎葉病害、土壌伝染性植物病
害、または種子伝染性植物病害に対して特に高い防除効果が期待される。
　散布処理の場合、具体的には、ダイズの茎疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａ
ｅ）、タバコの疫病（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）、ヒマワリの
べと病（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｈａｌｓｔｅｄｉｉ）、ジャガイモの疫病（Ｐｈｙｔｏ
ｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）が挙げられる。
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　種子または球根等への処理の場合、具体的には、コムギ、オオムギ、トウモロコシ、イ
ネ、ソルガム、ダイズ、ワタ、ナタネ、テンサイ及びシバのピシウム属菌による苗立枯病
及び根腐病（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅ
ｂａｒｉａｎｕｍ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒ
ｒｅｇｕｌａｒｅ,　Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）、ダイズの茎疫病、タバコの疫
病、ヒマワリのべと病、テンサイの黒根病（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｏｃｈｌｉｏｉ
ｄｅｓ）が挙げられる。
【００２１】
　エタボキサムと、式（１）で示されるネオニコチノイド化合物との有効量を、有害生物
、または有害生物の生息するまたは生息する可能性のある場所（植物、土壌等）に施用す
ることにより、有害生物を防除することができる。
　エタボキサムと、式（１）で示されるネオニコチノイド化合物との有効量を、植物、ま
たは植物を栽培する土壌に施用することにより、有害生物を防除することができ、また、
有害生物による加害から植物を保護することができる。施用対象となる植物とは、植物の
茎葉、植物の種子、植物の球根等が挙げられる。なお、ここで球根とは、鱗茎、球茎、根
茎、塊茎、塊根および担根体を意味する。
　有害生物、植物、植物を栽培する土壌等に施用する場合は、エタボキサム及び式（１）
で示されるネオニコチノイド化合物は同時期に別々に施用してもよいが、通常は施用時の
簡便性の観点から、本発明の有害生物防除用組成物として施用される。
　本発明の防除方法としては具体的には、茎葉散布などの植物の茎葉への処理、土壌処理
などの植物の栽培地への処理、種子消毒・種子コートなどの種子への処理、種芋等の球根
への処理等が挙げられる。
　本発明の防除方法における植物の茎葉への処理としては、具体的には、例えば、茎葉散
布、樹幹散布等の植物の表面に施用する処理方法が挙げられる。
　本発明の防除方法における土壌処理方法としては、例えば、土壌への散布、土壌混和、
土壌への薬液潅注（薬液潅水、土壌注入、薬液ドリップ）が挙げられ、処理する場所とし
ては例えば、植穴、作条、植穴付近、作条付近、栽培地の全面、植物地際部、株間、樹幹
下、主幹畦、培土、育苗箱、育苗トレイ、苗床等が挙げられ、処理時期としては播種前、
播種時、播種直後、育苗期、定植前、定植時、及び定植後の生育期等が挙げられる。また
、上記土壌処理において、有効成分を植物に同時に処理してもよく、有効成分を含有する
ペースト肥料等の固形肥料を土壌へ施用してもよい。また、潅水液に混合してもよく、例
えば、潅水設備（潅水チューブ、潅水パイプ、スプリンクラー等）への注入、条間湛水液
への混入、水耕液へ混入等が挙げられる。また、あらかじめ潅水液と有効成分を混合し、
例えば、上記潅水方法やそれ以外の散水、湛水等のしかるべき潅水方法を用いて処理する
ことができる。
　本発明の防除方法における種子への処理としては、例えば、有害生物から保護しようと
する植物の種子、球根等に本発明の有害生物防除用組成物を処理する方法であって、具体
的には、例えば、本発明の有害生物防除用組成物の懸濁液を霧状にして種子表面もしくは
球根表面に吹きつける吹きつけ処理、本発明の有害生物防除用組成物の水和剤、乳剤又は
フロアブル剤等に少量の水を加えるか又はそのままで種子もしくは球根に塗付する塗沫処
理、本発明の有害生物防除用組成物の溶液に一定時間種子を浸漬する浸漬処理、フィルム
コート処理、ペレットコート処理が挙げられる。
【００２２】
　エタボキサムと式（１）で示されるネオニコチノイド化合物、例えばクロチアニジン、
チアメトキサム、イミダクロプリドのいずれかとを、植物または植物を栽培する土壌に処
理する場合、その処理量は、処理する植物の種類、防除対象有害生物の種類や発生程度、
製剤形態、処理時期、気象条件等によって変化させ得るが、１００００ｍ２あたりエタボ
キサムと式（１）で示されるネオニコチノイド化合物との合計量（以下、本有効成分量と
記す。）として通常１～５０００ｇ、好ましくは２～５００ｇである。
　乳剤、水和剤、フロアブル剤等は通常水で希釈して散布することにより処理する。この
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場合、本有効成分量の濃度は通常０．０００１～３重量％、好ましくは０．０００５～１
重量％の範囲である。粉剤、粒剤等は通常希釈することなくそのまま処理する。
　種子への処理においては、種子１ｋｇに対して本有効成分量は通常０.００１～４０ｇ
、好ましくは０．０１～１０ｇの範囲で施用される。
【００２３】
　本発明の防除方法は、畑、水田、芝生、果樹園等の農耕地又は非農耕地用にて使用する
ことができる。
　また、本発明は、以下に挙げられる「植物」等を栽培する農耕地等において、該植物等
に対して薬害を与えることなく、当該農耕地の有害生物を防除するために使用することが
できる。
　農作物；トウモロコシ、イネ、コムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク、ソルガム、ワ
タ、ダイズ、ピーナッツ、ソバ、テンサイ、ナタネ、ヒマワリ、サトウキビ、タバコ等、
　野菜；ナス科野菜（ナス、トマト、ピーマン、トウガラシ、ジャガイモ等）、ウリ科野
菜（キュウリ、カボチャ、ズッキーニ、スイカ、メロン、スカッシュ等）、アブラナ科野
菜（ダイコン、カブ、セイヨウワサビ、コールラビ、ハクサイ、キャベツ、カラシナ、ブ
ロッコリー、カリフラワー等）、キク科野菜（ゴボウ、シュンギク、アーティチョーク、
レタス等）、ユリ科野菜（ネギ、タマネギ、ニンニク、アスパラガス）、セリ科野菜（ニ
ンジン、パセリ、セロリ、アメリカボウフウ等）、アカザ科野菜（ホウレンソウ、フダン
ソウ等）、シソ科野菜（シソ、ミント、バジル等）、イチゴ、サツマイモ、ヤマノイモ、
サトイモ等、
　花卉、
　観葉植物、
　シバ、
　果樹；仁果類（リンゴ、セイヨウナシ、ニホンナシ、カリン、マルメロ等）、核果類（
モモ、スモモ、ネクタリン、ウメ、オウトウ、アンズ、プルーン等）、カンキツ類（ウン
シュウミカン、オレンジ、レモン、ライム、グレープフルーツ等）、堅果類（クリ、クル
ミ、ハシバミ、アーモンド、ピスタチオ、カシューナッツ、マカダミアナッツ等）、液果
類（ブルーベリー、クランベリー、ブラックベリー、ラズベリー等）、ブドウ、カキ、オ
リーブ、ビワ、バナナ、コーヒー、ナツメヤシ、ココヤシ等、
　果樹以外の樹；チャ、クワ、花木、街路樹（トネリコ、カバノキ、ハナミズキ、ユーカ
リ、イチョウ、ライラック、カエデ、カシ、ポプラ、ハナズオウ、フウ、プラタナス、ケ
ヤキ、クロベ、モミノキ、ツガ、ネズ、マツ、トウヒ、イチイ）等。
【００２４】
　上記「植物」とは、イソキサフルトール等のＨＰＰＤ阻害剤、イマゼタピル、チフェン
スルフロンメチル等のＡＬＳ阻害剤、グリホサート等のＥＰＳＰ合成酵素阻害剤、グルホ
シネート等のグルタミン合成酵素阻害剤、セトキシジム等のアセチルＣｏＡカルボキシラ
ーゼ阻害剤、フルミオキサジン等のＰＰＯ阻害剤、ブロモキシニル、ジカンバ、２，４－
Ｄ等の除草剤に対する耐性を古典的な育種法、もしくは遺伝子組換え技術により付与され
た植物も含まれる。
　古典的な育種法により耐性を付与された「植物」の例として、イマゼタピル等のイミダ
ゾリノン系ＡＬＳ阻害型除草剤に耐性のナタネ、コムギ、ヒマワリ、イネがありＣｌｅａ
ｒｆｉｅｌｄ（登録商標）の商品名で既に販売されている。同様に古典的な育種法による
チフェンスルフロンメチル等のスルホニルウレア系ＡＬＳ阻害型除草剤に耐性のダイズが
あり、ＳＴＳダイズの商品名で既に販売されている。同様に古典的な育種法によりトリオ
ンオキシム系、アリールオキシフェノキシプロピオン酸系除草剤などのアセチルＣｏＡカ
ルボキシラーゼ阻害剤に耐性が付与された植物の例としてＳＲコーン等がある。アセチル
ＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤に耐性が付与された植物はプロシーディングズ・オブ・ザ
・ナショナル・アカデミー・オブ・サイエンシーズ・オブ・ザ・ユナイテッド・ステーツ
・オブ・アメリカ（Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．ＵＳＡ）８７巻、７１７５
～７１７９頁（１９９０年）等に記載されている。またアセチルＣｏＡカルボキシラーゼ
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阻害剤に耐性の変異アセチルＣｏＡカルボキシラーゼがウィード・サイエンス（Ｗｅｅｄ
　Ｓｃｉｅｎｃｅ）５３巻、７２８～７４６頁（２００５年）等に報告されており、こう
した変異アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ遺伝子を遺伝子組換え技術により植物に導入す
るかもしくは抵抗性付与に関わる変異を植物アセチルＣｏＡカルボキシラーゼに導入する
事により、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤に耐性の植物を作出することができる
。さらに、キメラプラスティ技術（Ｇｕｒａ　Ｔ．　１９９９．　Ｒｅｐａｉｒｉｎｇ　
ｔｈｅ　Ｇｅｎｏｍｅ’ｓ　Ｓｐｅｌｌｉｎｇ　Ｍｉｓｔａｋｅｓ．　Ｓｃｉｅｎｃｅ　
２８５：　３１６－３１８．）に代表される塩基置換変異導入核酸を植物細胞内に導入し
て植物のアセチルＣｏＡカルボキシラーゼ遺伝子やＡＬＳ遺伝子等に部位特異的アミノ酸
置換変異を導入することにより、アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤やＡＬＳ阻害剤
等に耐性の植物を作出することができる。
【００２５】
遺伝子組換え技術により耐性を付与された植物の例として、グリホサート耐性のトウモロ
コシ、ダイズ、ワタ、ナタネ、テンサイ品種があり、ラウンドアップアップレディ（Ｒｏ
ｕｎｄｕｐＲｅａｄｙ（登録商標））、ＡｇｒｉｓｕｒｅＧＴ等の商品名で既に販売され
ている。同様に遺伝子組換え技術によるグルホシネート耐性のトウモロコシ、ダイズ、ワ
タ、ナタネ品種があり、リバティーリンク（ＬｉｂｅｒｔｙＬｉｎｋ（登録商標））等の
商品名ですでに販売されている。同様に遺伝子組換え技術によるブロモキシニル耐性のワ
タはＢＸＮの商品名で既に販売されている。
【００２６】
　上記「植物」とは、遺伝子組換え技術を用いて、例えば、バチルス属で知られている選
択的毒素等を合成する事が可能となった植物も含まれる。
　この様な遺伝子組換え植物で発現される毒素として、バチルス・セレウスやバチルス・
ポピリエ由来の殺虫性タンパク；バチルス・チューリンゲンシス由来のＣｒｙ１Ａｂ、Ｃ
ｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１
またはＣｒｙ９Ｃ等のδ－エンドトキシン、ＶＩＰ１、ＶＩＰ２、ＶＩＰ３またはＶＩＰ
３Ａ等の殺虫タンパク；線虫由来の殺虫タンパク；さそり毒素、クモ毒素、ハチ毒素また
は昆虫特異的神経毒素等動物によって産生される毒素；糸状菌類毒素；植物レクチン；ア
グルチニン；トリプシン阻害剤、セリンプロテアーゼ阻害剤、パタチン、シスタチン、パ
パイン阻害剤等のプロテアーゼ阻害剤；リシン、トウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフ
ィン、サポリン、ブリオジン等のリボゾーム不活性化タンパク（ＲＩＰ）；３－ヒドロキ
システロイドオキシダーゼ、エクジステロイド－ＵＤＰ－グルコシルトランスフェラーゼ
、コレステロールオキシダーゼ等のステロイド代謝酵素；エクダイソン阻害剤；ＨＭＧ－
ＣｏＡリダクターゼ；ナトリウムチャネル、カルシウムチャネル阻害剤等のイオンチャネ
ル阻害剤；幼若ホルモンエステラーゼ；利尿ホルモン受容体；スチルベンシンターゼ；ビ
ベンジルシンターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ等が挙げられる。
　またこの様な遺伝子組換え植物で発現される毒素として、Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ
、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１、Ｃｒｙ９
Ｃ、Ｃｒｙ３４ＡｂまたはＣｒｙ３５Ａｂ等のδ－エンドトキシンタンパク、ＶＩＰ１、
ＶＩＰ２、ＶＩＰ３またはＶＩＰ３Ａ等の殺虫タンパクのハイブリッド毒素、一部を欠損
した毒素、修飾された毒素も含まれる。ハイブリッド毒素は組換え技術を用いて、これら
タンパクの異なるドメインの新しい組み合わせによって作り出される。一部を欠損した毒
素としては、アミノ酸配列の一部を欠損したＣｒｙ１Ａｂが知られている。修飾された毒
素としては、天然型の毒素のアミノ酸の１つまたは複数が置換されている。
　これら毒素の例およびこれら毒素を合成する事ができる組換え植物は、ＥＰ－Ａ－０　
３７４　７５３、ＷＯ　９３／０７２７８、ＷＯ　９５／３４６５６、ＥＰ－Ａ－０　４
２７　５２９、ＥＰ－Ａ－４５１　８７８、ＷＯ　０３／０５２０７３等に記載されてい
る。
　これらの組換え植物に含まれる毒素は、特に、甲虫目害虫、半翅目害虫、双翅目害虫、
鱗翅目害虫、線虫類への耐性を植物へ付与する。
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【００２７】
　また、１つもしくは複数の殺虫性の害虫抵抗性遺伝子を含み、１つまたは複数の毒素を
発現する遺伝子組換え植物は既に知られており、いくつかのものは市販されている。これ
ら遺伝子組換え植物の例として、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂ毒素を
発現するトウモロコシ品種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（Ｃ
ｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロコシ品種）、ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（登録
商標）（Ｃｒｙ１ＡｂとＣｒｙ３Ｂｂ１毒素を発現するトウモロコシ品種）、Ｈｅｒｃｕ
ｌｅｘ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ｆａ２毒素とグルホシネートへの耐性を付与するため
にホスフィノトリシン　Ｎ－アセチルトランスフェラーゼ（ＰＡＴ）を発現するトウモロ
コシ品種）、ＮｕＣＯＴＮ３３Ｂ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現するワタ品種）
、Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃ毒素を発現するワタ品種）、Ｂｏｌ
ｌｇａｒｄ　ＩＩ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｃとＣｒｙ２Ａｂ毒素とを発現するワタ品種
）、ＶＩＰＣＯＴ（登録商標）（ＶＩＰ毒素を発現するワタ品種）、ＮｅｗＬｅａｆ（登
録商標）（Ｃｒｙ３Ａ毒素を発現するジャガイモ品種）、ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商
標）Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）ＧＴ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（ＧＡ２１　グリホサート
耐性形質）、Ａｇｒｉｓｕｒｅ（登録商標）　ＣＢ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（Ｂｔ１１コー
ンボーラー（ＣＢ）形質）、Ｐｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）等が挙げられる。
【００２８】
　上記「植物」とは、遺伝子組換え技術を用いて、選択的な作用を有する抗病原性物質を
産生する能力を付与されたものも含まれる。
　抗病原性物質の例として、ＰＲタンパク等が知られている（ＰＲＰｓ、ＥＰ－Ａ－０　
３９２　２２５）。このような抗病原性物質とそれを産生する遺伝子組換え植物は、ＥＰ
－Ａ－０　３９２　２２５、ＷＯ　９５／３３８１８、ＥＰ－Ａ－０　３５３　１９１等
に記載されている。
　こうした遺伝子組換え植物で発現される抗病原性物質の例として、例えば、ナトリウム
チャネル阻害剤、カルシウムチャネル阻害剤（ウイルスが産生するＫＰ１、ＫＰ４、ＫＰ
６毒素等が知られている。）等のイオンチャネル阻害剤；スチルベンシンターゼ；ビベン
ジルシンターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ；ＰＲタンパク；ペプチド抗生物質、ヘテロ
環を有する抗生物質、植物病害抵抗性に関与するタンパク因子（植物病害抵抗性遺伝子と
呼ばれ、ＷＯ　０３／０００９０６に記載されている。）等の微生物が産生する抗病原性
物質等が挙げられる。このような抗病原性物質とそれを産生する遺伝子組換え植物は、Ｅ
Ｐ－Ａ－０３９２２２５、ＷＯ９５／３３８１８、ＥＰ－Ａ－０３５３１９１等に記載さ
れている。
【００２９】
上記「植物」とは、遺伝子組換え技術を用いて、油糧成分改質やアミノ酸含量増強形質な
どの有用形質を付与した植物も含まれる。例として、ＶＩＳＴＩＶＥ（登録商標）（リノ
レン含量を低減させた低リノレン大豆）あるいは、ｈｉｇｈ－ｌｙｓｉｎｅ（ｈｉｇｈ－
ｏｉｌ）　ｃｏｒｎ（リジンあるいはオイル含有量を増量したコーン）等が挙げられる。
【００３０】
さらに、上記の古典的な除草剤形質あるいは除草剤耐性遺伝子、殺虫性害虫抵抗性遺伝子
、抗病原性物質産生遺伝子、油糧成分改質やアミノ酸含量増強形質などの有用形質につい
て、これらを複数組み合わせたスタック品種も含まれる。
【実施例】
【００３１】
　以下、本発明を製剤例、種子処理例、及び試験例にてさらに詳しく説明するが、本発明
は以下の例のみに限定されるものではない。なお、以下の例において、部は特にことわり
の無い限り重量部を表す。
【００３２】
　製剤例１
　クロチアニジンを２．５部、エタボキサムを１．２５部、ポリオキシエチレンスチリル
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フェニルエ－テル１４部、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム６部、及びキシレン７
６．２５部をよく混合することにより各乳剤を得る。
【００３３】
　製剤例２
　クロチアニジンを５部、エタボキサムを５部、ホワイトカーボンとポリオキシエチレン
アルキルエーテルサルフェートアンモニウム塩との混合物（重量割合１：１）３５部、及
び水５５部を混合し、湿式粉砕法で微粉砕することにより各フロアブル製剤を得る。
【００３４】
　製剤例３
　イミダクロプリドを５部、エタボキサムを１０部、ソルビタントリオレエ－ト１．５部
、及びポリビニルアルコ－ル２部を含む水溶液２８．５部を混合し、湿式粉砕法で微粉砕
した後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグネシウムシリケ－ト０
．１部を含む水溶液４５部を加え、さらにプロピレングリコ－ル１０部を加えて攪拌混合
し各フロアブル製剤を得る。
【００３５】
　製剤例４
　チアメトキサムを５部、エタボキサムを２０部、ソルビタントリオレエ－ト１．５部、
及びポリビニルアルコ－ル２部を含む水溶液２８．５部を混合し、湿式粉砕法で微粉砕し
た後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグネシウムシリケ－ト０．
１部を含む水溶液３５部を加え、さらにプロピレングリコ－ル１０部を加えて攪拌混合し
各フロアブル製剤を得る。
【００３６】
　製剤例５
　イミダクロプリドを４０部、エタボキサムを５部、プロピレングリコールを５部（ナカ
ライテスク製）、Ｓｏｐｒｏｐｈｏｒ　ＦＬＫを５部（ローディア日華製）、アンチフォ
ームＣエマルションを０．２部（ダウコーニング社製）、プロキセルＧＸＬを０．３部（
アーチケミカル製）、及びイオン交換水を４４．５部の割合で混合し、原体スラリーを調
製する。該スラリー１００部に１５０部のガラスビーズ（Φ＝１ｍｍ）を投入し、冷却水
で冷却しながら、２時間粉砕する。粉砕後、ガラスビーズをろ過により除き、各フロアブ
ル製剤を得る。
【００３７】
　製剤例６
　チアメトキサムを５０部、エタボキサムを０．５部、ＮＮカオリンクレーを３８部（竹
原化学工業製）、Ｍｏｒｗｅｔ　Ｄ４２５を１０部、Ｍｏｒｗｅｒ　ＥＦＷを１．５部（
アクゾノーベル社製）の割合で混合し、ＡＩプレミックスを得る。当プレミックスをジェ
ットミルで粉砕し、各粉剤を得る。
【００３８】
　製剤例７
　クロチアニジンを１部、エタボキサムを４部、合成含水酸化珪素１部、リグニンスルホ
ン酸カルシウム２部、ベントナイト３０部、及びカオリンクレー６２部をよく粉砕混合し
、水を加えてよく練り合せた後、造粒乾燥することにより各粒剤を得る。
【００３９】
　製剤例８
　チアメトキサムを５部、エタボキサムを４０部、リグニンスルホン酸カルシウム３部、
ラウリル硫酸ナトリウム２部、及び合成含水酸化珪素５０部をよく粉砕混合することによ
り各水和剤を得る。
【００４０】
　製剤例９
　イミダクロプリドを１部、エタボキサムを２部、カオリンクレー８７部、及びタルク１
０部をよく粉砕混合することにより各粉剤を得る。
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【００４１】
　製剤例１０
　イミダクロプリドを２部、エタボキサムを０．２５部、ポリオキシエチレンスチリルフ
ェニルエーテル１４部、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム６部、及びキシレン７７
．７５部をよく混合することにより各乳剤を得る。
【００４２】
　製剤例１１
　イミダクロプリドを１０部、エタボキサムを２．５部、ソルビタントリオレエート１．
５部、及びポリビニルアルコール２部を含む水溶液３０部を混合し、湿式粉砕法で微粉砕
した後、この中にキサンタンガム０．０５部及びアルミニウムマグネシウムシリケート０
．１部を含む水溶液４６を加え、さらにプロピレングリコール１０部を加えて攪拌混合し
、各フロアブル製剤を得る。
【００４３】
　製剤例１２
　クロチアニジンを３部、エタボキサムを２０部、合成含水酸化珪素１部、リグニンスル
ホン酸カルシウム２部、ベントナイト３０部、及びカオリンクレー４４部をよく粉砕混合
し、水を加えてよく練り合せた後、造粒乾燥することにより各粒剤を得る。
【００４４】
　製剤例１３
　チアメトキサムを４０部、エタボキサムを１部、リグニンスルホン酸カルシウム３部、
ラウリル硫酸ナトリウム２部、及び合成含水酸化珪素５４部をよく粉砕混合することによ
り各水和剤を得る。
【００４５】
　製剤例１４
　クロチアニジンを１３部、エタボキサムを１部、アセトンを８６部の割合で混合し、種
子処理用簡易乳剤を得る。
【００４６】
　種子処理例１
　製剤例１に準じて作製した乳剤を、ソルガム乾燥種子１００ｋｇに対し、回転式種子処
理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて５
００ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４７】
　種子処理例２
　製剤例２に準じて作製したフロアブル製剤を、ナタネ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式
種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用
いて５０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４８】
　種子処理例３
　製剤例３に準じて作製したフロアブル製剤を、トウモロコシ乾燥種子１０ｋｇに対し、
回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製
）を用いて４０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００４９】
　種子処理例４
　製剤例４に準じて作製したフロアブル製剤を５部、ピグメントＢＰＤ６１３５（Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）を５部、及び水を３５部混和し、混和物を調製する。該混和物を
、イネ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌ
ｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて６０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子
を得る。
【００５０】
　種子処理例５
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　製剤例５に準じて作製した粉剤を、トウモロコシ乾燥種子１０ｋｇに対し、５０ｇ粉衣
処理することにより、処理種子を得る。
【００５１】
　種子処理例６
　製剤例１に準じて作製した乳剤を、テンサイ乾燥種子１００ｋｇに対し、回転式種子処
理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用いて５
００ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５２】
　種子処理例７
　製剤例２に準じて作製したフロアブル製剤を、ダイズ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式
種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用
いて５０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５３】
　種子処理例８
　製剤例３に準じて作製したフロアブル製剤を、コムギ乾燥種子１０ｋｇに対し、回転式
種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を用
いて５０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５４】
　種子処理例９
　製剤例４に準じて作製したフロアブル製剤を５部、ピグメントＢＰＤ６１３５（Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）を５部、水を３５部混和し、ジャガイモ塊茎片１０ｋｇに対し、
回転式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製
）を用いて７０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５５】
　種子処理例１０
　製剤例４に準じて作製したフロアブル製剤を５部、ピグメントＢＰＤ６１３５（Ｓｕｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ製）を５部、水を３５部混和し、ヒマワリ種子１０ｋｇに対し、回転
式種子処理機（シードドレッサー、Ｈａｎｓ－Ｕｌｒｉｃｈ　Ｈｅｇｅ　ＧｍｂＨ製）を
用いて７０ｍｌ塗沫処理することにより、処理種子を得る。
【００５６】
　種子処理例１１
　製剤例５に準じて作製した粉剤を、ワタ乾燥種子１０ｋｇに対し、４０ｇ粉衣処理する
ことにより、処理種子を得る。
【００５７】
　試験例１
　エタボキサムのアセトン溶液とクロチアニジンのアセトン溶液を混合し、所定濃度のエ
タボキサムおよびクロチアニジンを含有するアセトン液を調製した。該アセトン液を、キ
ュウリ（相模半白）の種子表面に付着させた後、一晩静置した。プラスチックポットに砂
壌土を詰め、該種子を播種し、苗立枯病菌（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ）を培養し
たフスマ培地を混合した砂壌土で覆土した。潅水したのち１８℃、保湿下で１３日間生育
させ、防除効果を調査した。
　また、比較のために、所定濃度のエタボキサムを含有するアセトン溶液、および所定濃
度のクロチアニジンを含有するアセトン溶液を調製し、それぞれ、同様の防除試験を行っ
た。
　また、防除価算出のために薬剤無処理における発病度もあわせて調査した。
　式１より発病度を算出し、その発病度をもとに、式２を用い防除価を算出した。
　その結果を表１に示す。
【００５８】
「式１」
発病度＝（不出芽種子数および発病苗数）×１００／（総播種数）
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「式２」
防除価＝１００×（Ａ－Ｂ）／Ａ
Ａ：無処理区の植物の発病度
Ｂ：処理区の植物の発病度
【００６０】
　一般に、与えられた２種類の有効成分化合物を混合して処理した際に期待される防除効
果、いわゆる防除価期待値は下記の式３のコルビーの計算式により求められる。
「式３」
Ｅ＝Ｘ＋Ｙ－（ＸＹ）／１００
Ｘ：有効成分化合物ＡをＭｇ／１００ｋｇ－ｓｅｅｄで処理した時の防除価（％）
Ｙ：有効成分化合物ＢをＮｇ／１００ｋｇ－ｓｅｅｄで処理した時の防除価（％）
Ｅ：有効成分化合物ＡをＭｇ／１００ｋｇ－ｓｅｅｄで、有効成分化合物ＢをＮｇ／１０
０ｋｇ－ｓｅｅｄで混和して処理した時に期待される防除価（％）（防除価期待値）
「相乗効果」＝（実際の防除価）×１００／（防除価期待値）
【００６１】
【表１】

【産業上の利用可能性】
【００６２】
　本発明によれば、高い活性を有する有害生物防除用組成物、及び有害生物を効果的に防
除し得る方法を提供することができる。
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